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広 報 連 絡 
 

１ 件   名 岡山市立学校園における働き方改革推進方針を策定しました 

 

２ 趣   旨  教職員の働き方を見直し、ワークライフバランスを実現することにより、自分

自身の時間や家族との時間の充実、日々の生活や教職員人生を豊かにする

ことを目指すとともに、教育の質の向上を図るため、当推進方針を策定しまし

た。 

 

３ 内   容  働き方改革の様々な取組（４本の柱とその取組事項）、本市のこれまでの

取組状況、働き方改革のアンケート結果など 

 

４ 備   考  詳細は別紙（概要版）をご覧ください。全体版（全１８ページ）については、教

育委員会教育給与課のホームページに掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



岡山市立学校園における働き方改革推進方針について【概要版】 

—ワークライフバランスを実現することにより、教育の質の向上を図ります－ 

 目 的  教職員の働き方を見直し、ワークライフバランスを実現することにより、自分自身の時間や家族との時

間の充実、日々の生活や教職員人生を豊かにすることを目指すとともに、教育の質の向上を図ります。 

そのためにも、教職員の長時間勤務の縮減と負担軽減の取組を推進し、心身ともに健康で生き生きと働く

ことのできる職場環境づくりを目指します。 

期 間  令和５年度から令和７年度の３年間 

対 象  岡山市立の幼稚園、小学校・中学校・義務教育学校・高等学校 

 

 

推進方針に基づき、より働き方改革を推進することにより、最終年度（令和７年度）の学校園における目標値

として、以下の数値目標を設定します。 

時間外在校等時間が月４５時間を超える教職員ゼロを目指します。 

＜当面の目標＞ 

○令和５年度に時間外在校等時間が月８０時間を超える教職員をゼロにします。 

○令和６年度に時間外在校等時間が月６０時間を超える教職員をゼロにします。 

教職員の年次休暇取得率を７０％とします。 

ストレスチェックの総合健康リスク学校園平均を８５以下とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳しくはホームページをご覧ください。 

・学校園閉庁日(試行)の拡大

（５日） 

・産業医面談の拡充 

・休暇取得の促進 

・年次休暇取得環境の整備 

・定時退校・退園日の拡大 

など 

・部活動ガイドラインの徹底及び 

解釈の統一 

・会議・連絡会の効率的な運用 

・教育課程の抜本的な見直し 

・学校園行事の見直し    など 

・好事例集の水平展開に 

よる標準化 

・校務・園務分掌の平準化 

・年間業務量の平準化 

・学校園内の業務負担の差異の 

解消による平準化       など 

・保護者連絡ツールの導入 

・学校業務アシスト職員の配置時間増 

・学校給食の公会計化（R6） 
・ICT を活用した効率化 

・ペーパーレス化 

・GIGA スクール構想の 

支援体制強化 など 

目標①

目標②

目標③

推進方針の目標 

4 本の柱とその取り組み 

目標①

80時間超･･･11.5％
60時間超･･･31.1%
45時間超･･･52.1％
        (令和4年度)

目標②
年次休暇取得率･･･60.9％
        (令和3年度)

目標③
総合健康リスク･･･89
       (令和4年度)

岡山市立学校園の現状


